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第一部 【企業情報】

 

第1 【企業の概況】

 

1 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第83期
第1四半期
連結累計期間

第84期
第1四半期
連結累計期間

第83期

会計期間
自　2020年4月 1日
至　2020年6月30日

自　2021年4月 1日
至　2021年6月30日

自　2020年4月 1日
至　2021年3月31日

売上高 (百万円) 27,379 27,362 102,995

経常利益 (百万円) 4,736 3,366 12,260

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 3,367 2,653 8,587

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 4,186 2,445 11,412

純資産額 (百万円) 123,301 127,505 126,974

総資産額 (百万円) 157,039 162,244 161,791

1株当たり四半期(当期)純利益 (円) 86.89 69.35 222.29

潜在株式調整後1株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 78.5 78.6 78.5
 

(注) 1．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

2．「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年3月31日)等を当第1四半期連結会計期間の期首か

ら適用しており、当第1四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した

後の指標等となっております。

3．潜在株式調整後1株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

2 【事業の内容】

当第1四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社に異動はありません。
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第2 【事業の状況】

 

1 【事業等のリスク】

当第1四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経

営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識して

いる主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はあ

りません。

 

2 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

医薬品業界では、社会保障費財源確保の問題を背景とする薬剤費抑制政策が継続的に推し進められる中、2021年4

月には薬価の中間年改定が行われました。また企業間競争も加速しており、引き続き厳しい事業環境にあります。

このような状況下、当第1四半期連結累計期間における当社グループ(当社及び連結子会社、以下同じ)は、事業環

境の変化にも対応し持続的に成長し続けるために、利益重視と将来への投資の継続を基本方針とし、「新薬等への

注力」「次世代の柱構築のための継続的な投資」「選択と集中による、リソースの戦略的再配分」に重点的に取り

組んでまいりました。医薬品関連事業では、循環器、産婦人科、精神科、消化器の重点領域等へリソースを集中

し、主力製品を中心とした学術情報提供活動を積極的に展開いたしました。また、ヘルスケア事業は、敏感肌用ス

キンケアのパイオニアとして事業活動を行い、マーケティングの強化に努め市場開拓を図ってまいりました。

当第1四半期連結累計期間の売上高は、27,362百万円で前年同期比0.1％の減収となりました。

利益面につきましては、売上原価率の低減により売上総利益は増加しましたが、研究開発費を主とした販売費及

び一般管理費が増加したことにより、営業利益は3,183百万円で前年同期比30.7％の減益、経常利益は3,366百万円

で前年同期比28.9％の減益となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は2,653百万円で前年同期比21.2％の

減益となりました。

なお、業績に対する新型コロナウイルス感染症の影響は限定的でした。 

 
各事業部門の業績は次のとおりであります。

 
1．医薬品関連事業　

新薬の抗うつ剤「レクサプロ」、潰瘍性大腸炎治療剤「リアルダ」、慢性便秘症治療剤「グーフィス」、「モビ

コール」、及び月経困難症治療剤「ディナゲスト」の売上高が伸長しました。一方、長期収載品の高脂血症・閉塞

性動脈硬化症治療剤「エパデール」、慢性疼痛・抜歯後疼痛治療剤「トラムセット」、及び持続性Ca拮抗降圧剤

「アテレック」の売上高は、前年同期を下回りました。後発品事業の売上高も前年同期を下回りました。全体とし

ての売上高は25,990百万円で前年同期比0.1％の減収となりました。

 

2．ヘルスケア事業　

抗真菌成分配合「コラージュフルフルシリーズ」のうち、石鹸は前年同期の需要増の反動で売上高が減少したも

のの、シャンプー・リンスの売上高が伸長し、売上高は1,372百万円、前年同期比0.7％の増収となりました。

 
(2) 財政状態の状況

当社グループの当第1四半期連結会計期間末の総資産は、162,244百万円となり、前連結会計年度末比で452百万円

増加いたしました。

資産の増加は、主に商品及び製品が減少しましたが、受取手形及び売掛金が増加したためです。負債の減少は、

主にその他の流動負債に含まれる未払費用が増加しましたが、賞与引当金や未払法人税等が減少したためです。純

資産の増加は、主に配当金の支払による利益剰余金の減少がありましたが、親会社株主に帰属する四半期純利益に

より利益剰余金が増加したためです。

 
(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第1四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
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(4) 研究開発活動

当社グループは、社是「先見的独創と研究」を実践し、国内外企業との研究開発提携を積極的に推進しながら医

療用医薬品を中心に研究開発活動を展開しております。

当第1四半期連結累計期間の研究開発費は、3,439百万円であります。

なお、当第1四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
3 【経営上の重要な契約等】

当第1四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

持田製薬株式会社(E00947)

四半期報告書

 4/17



第3 【提出会社の状況】

 

1 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 120,000,000

計 120,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第1四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2021年6月30日)

提出日現在発行数(株)
(2021年8月6日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 40,630,000 40,630,000
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数
100株

計 40,630,000 40,630,000 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2021年4月 1日～
2021年6月30日

― 40,630 ― 7,229 ― 1,871
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第1四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第1四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(2021年3月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   2021年6月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)  (注1) 普通株式 2,360,600
 

― ―

完全議決権株式(その他)      (注2) 普通株式 38,139,500
 

381,395 ―

単元未満株式 普通株式 129,900
 

― 1単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 40,630,000 ― ―

総株主の議決権 ― 381,395 ―
 

(注) 1．「完全議決権株式(自己株式等)」の2,360,600株は、全て当社所有の自己株式であります。

2．「完全議決権株式(その他)」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が1,900株(議決権の数19個)及

び株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が400株(議決権の数4個)含ま

れております。

 
 

② 【自己株式等】

  2021年6月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

持田製薬株式会社
東京都新宿区四谷
一丁目7番地

2,360,600 ― 2,360,600 5.81

計 ― 2,360,600 ― 2,360,600 5.81
 

(注) 1．上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が400株(議決権の数4

個)あります。

なお、当該株式は、「①発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」の中に含めております。

2．当第1四半期会計期間末の自己株式数は、2,361,000株となっております。

 
2 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第4 【経理の状況】

 

1．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 

2．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第1四半期連結会計期間(2021年4月1日から2021年6月30

日まで)及び第1四半期連結累計期間(2021年4月1日から2021年6月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、EY新

日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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1 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2021年3月31日)

当第1四半期連結会計期間
(2021年6月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 54,487 52,413

  受取手形及び売掛金 28,766 30,102

  電子記録債権 423 337

  有価証券 8,999 10,999

  商品及び製品 14,404 14,050

  仕掛品 1,759 1,668

  原材料及び貯蔵品 6,442 6,609

  その他 3,508 3,691

  流動資産合計 118,793 119,874

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 4,939 4,835

   機械装置及び運搬具（純額） 2,047 1,902

   土地 5,092 5,092

   その他（純額） 1,220 1,285

   有形固定資産合計 13,299 13,114

  無形固定資産 646 665

  投資その他の資産   

   投資有価証券 20,272 19,998

   繰延税金資産 3,198 3,257

   その他 5,580 5,334

   投資その他の資産合計 29,051 28,590

  固定資産合計 42,998 42,370

 資産合計 161,791 162,244
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2021年3月31日)

当第1四半期連結会計期間
(2021年6月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 8,477 9,421

  電子記録債務 1,245 1,032

  未払法人税等 2,061 829

  賞与引当金 2,496 1,109

  その他の引当金 787 237

  その他 13,641 16,035

  流動負債合計 28,710 28,666

 固定負債   

  退職給付に係る負債 4,652 4,622

  その他 1,453 1,449

  固定負債合計 6,106 6,072

 負債合計 34,816 34,738

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 7,229 7,229

  資本剰余金 1,871 1,871

  利益剰余金 116,288 117,028

  自己株式 △8,857 △8,859

  株主資本合計 116,532 117,270

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 10,311 10,129

  退職給付に係る調整累計額 131 105

  その他の包括利益累計額合計 10,442 10,234

 純資産合計 126,974 127,505

負債純資産合計 161,791 162,244
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第1四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第1四半期連結累計期間
(自 2020年4月 1日
　至 2020年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自 2021年4月 1日
　至 2021年6月30日)

売上高 27,379 27,362

売上原価 12,979 12,406

売上総利益 14,400 14,956

 返品調整引当金繰入額 1 ―

差引売上総利益 14,399 14,956

販売費及び一般管理費 9,804 11,772

営業利益 4,594 3,183

営業外収益   

 受取利息 0 0

 受取配当金 127 137

 その他 36 52

 営業外収益合計 165 190

営業外費用   

 支払手数料 3 3

 為替差損 16 ―

 その他 2 3

 営業外費用合計 23 7

経常利益 4,736 3,366

特別利益   

 受取和解金 27 ―

 投資有価証券売却益 ― 526

 特別利益合計 27 526

特別損失   

 固定資産除売却損 0 0

 災害による損失 ― 2

 固定資産撤去費用 ― 73

 特別損失合計 0 76

税金等調整前四半期純利益 4,762 3,816

法人税等 1,395 1,162

四半期純利益 3,367 2,653

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,367 2,653
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【四半期連結包括利益計算書】

【第1四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第1四半期連結累計期間
(自 2020年4月 1日
　至 2020年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自 2021年4月 1日
　至 2021年6月30日)

四半期純利益 3,367 2,653

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 817 △182

 退職給付に係る調整額 2 △25

 その他の包括利益合計 819 △208

四半期包括利益 4,186 2,445

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 4,186 2,445
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【注記事項】

(会計方針の変更)

(収益認識に関する会計基準等の適用)

　「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。)等を当第1四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　これにより、一部の取引について、従来は顧客から受け取る対価の総額を収益として認識していましたが、

顧客への財又はサービスの提供における当社グループの役割が代理人に該当する取引については、顧客から受

取る額から仕入先に支払う額を控除した純額で収益を認識することとしております。また、従来は返品見込額

に基づいて流動負債の「その他の引当金」に計上していた「返品調整引当金」については、返品されると見込

まれる製商品についての売上高を認識しない方法に変更しており、返金負債として流動負債の「その他」に含

めて表示しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ておりますが、利益剰余金の当期首残高へ与える影響はありません。

　また、当第1四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方

法により組替えを行っておりません。

さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年3月31日）第28-15項に定める

経過的な取扱いに従って、前第1四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記

載しておりません。

 
(時価の算定に関する会計基準等の適用)

　「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号　2019年7月4日。以下「時価算定会計基準」とい

う。)等を当第1四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」(企業会計基準第10号　2019年7月4日)第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

税金費用については、当第1四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第1四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第1四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第1四半期連結累計期間
(自 2020年4月 1日
至 2020年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自 2021年4月 1日
至 2021年6月30日)

減価償却費 640百万円 651百万円
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(株主資本等関係)

前第1四半期連結累計期間(自　2020年4月1日　至　2020年6月30日)

配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年6月26日
定時株主総会

普通株式 1,550 40.00 2020年3月31日 2020年6月29日 利益剰余金
 

 

当第1四半期連結累計期間(自　2021年4月1日　至　2021年6月30日)

配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年6月29日
定時株主総会

普通株式 1,913 50.00 2021年3月31日 2021年6月30日 利益剰余金
 

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第1四半期連結累計期間(自　2020年4月1日　至　2020年6月30日)及び当第1四半期連結累計期間(自　2021年4

月1日　至　2021年6月30日)

当社グループの報告セグメントは、医薬品関連事業のみであるため、セグメント情報の記載を省略しておりま

す。

 

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

                                                          (単位：百万円)

 
当第1四半期連結累計期間
 (自 2021年4月 1日
 至 2021年6月30日)

医薬品関連事業

製商品の販売 25,232

その他 758

計 25,990

ヘルスケア事業 製商品の販売 1,372

合計 27,362
 

　(注)その他は、「医薬品の受託製造」、「ロイヤリティ収入」等であります。
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(1株当たり情報)

1株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第1四半期連結累計期間
(自　2020年4月 1日
至　2020年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自　2021年4月 1日
至　2021年6月30日)

1株当たり四半期純利益 86.89円 69.35円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 3,367 2,653

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(百万円)

3,367 2,653

普通株式の期中平均株式数(千株) 38,753 38,269
 

(注) 潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

2 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年8月5日

持田製薬株式会社

取締役会　御中

　

EY新日本有限責任監査法人

　東京事務所
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 冨　　田　　哲　　也 ㊞

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 三　　島　　　　　浩 ㊞

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている持田製薬株式会社

の2021年4月1日から2022年3月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間(2021年4月1日から2021年6月30日まで)

及び第1四半期連結累計期間(2021年4月1日から2021年6月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結

貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、持田製薬株式会社及び連結子会社の2021年6月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な

点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
　

 

(注) 1．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

2．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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